




 

スーパーコンピュータシステム ジョブクラス制限値 
 
Wisteria/BDEC-01 スーパーコンピュータシステム（Wisteria-O） ジョブクラス制限値（2022 年 8 月 2 日） 

キュー名※１ 
ノード数※２ 

（最大コア数） 

制限時間 

（経過時間） 

メモリー容量 

（ＧiＢ）※３ 
一般申込 

公募制度 

による申込 

debug-o 1 ～ 144 (6,912)     30 分 28 ○ ○ 

short-o 1 ～ 72 (3,456)    8 時間 28 ○ ○ 

(regular-o) 
small-o 
medium-o 
large-o 
x-large-o 

 
1 ～ 

145 ～ 
577 ～ 

1,153 ～ 

 
144 
576 

1,152 
2,304 

 
(6,912) 

(27,648) 
(55,296) 

(110,592) 

  
  48 時間 
 〃  
 〃  
  24 時間 

 
28 
〃 
〃 
〃 

 
○ 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 
○ 

priority-o 1 ～ 288 (13,824)   48 時間 28 ○ ○ 
challenge-o 1 ～ 7,680 (368,640) 24 時間 28 ★ ★ 

(interactive-o) ※４ 

interactive-o_n1 
interactive-o_n12 

 

 
2 ～ 

 

1 
12 

 

(48) 
(576) 

  

   2 時間 
    10 分 

 

28 
〃 

 

○ 
○ 

 

○ 
○ 

prepost  1 (56) 6 時間 340 ○ ○ 
prepost1_n1 ～ 
prepost4_n1 

 1 (56) 1～6 時間 340 ○ ○ 

prepost1_n4 1 ～ 4 (224) 1～6 時間 340 ○ ○ 

prepost1_n8 1 ～ 8 (448) 1～6 時間 340 ○ ○ 
★  審査による課題選定の上，月１回の一定期間のみ利用可能（原則として月末処理日前日の朝～翌日朝） 
※１ キューの指定(〝#PJM  -L “rscgrp=キュー名” ″) は，regular-o，debug-o，short-o を小文字で指定する 
    regular-o キューはノード数の指定（〝#PJM  -L “node=ノード数” ″）でノード数別のキューに投入される 
※２ トークンの消費係数は 1 ノード当り 1.00。ただし priority-o は優先利用ノード群のためトークン消費係数は 1.50 
※３ １ノード当りの利用者が利用可能なメモリー容量 
※４ インタラクティブジョブの起動は次のとおり （トークン消費なし） 

pjsub --interact –g グループ名 -L “rscgrp=interactive-o,node=ノード数” 

 

 
Wisteria/BDEC-01 スーパーコンピュータシステム（Wisteria-A） ジョブクラス制限値（2021 年 5 月 14 日） 

キュー名※１ 
ノード数・GPU 数※２ 

（最大 GPU 数） 

制限時間 

（経過時間） 

メモリー 

容量（ＧiＢ） 

※３ 

一般申込 
公募制度 

による申込 

GPU 

専有申込 
ノード固定 

debug-a  1 ノード (8)     30 分 448 ○ ○ ○ ○ 

short-a 1 ～ 2 ノード (16) 2 時間 448 ○ ○ ○ ○ 

(regular-a) 
small-a 
medium-a 
large-a 

 
1 ～ 
3 ～ 
5 ～ 

 
2 ノード 
4 ノード 
8 ノード 

 
(16) 
(32) 
(64) 

 
  48 時間 

〃  
  24 時間 

 
448 
〃 

  〃 

 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 

share-debug 1, 2, 4 GPU     30 分 56 ○ ○ ○ ○ 

share-short 1, 2, 4 GPU 2 時間 56 ○ ○ ○ ○ 

(share) 
share-1 
share-2 
share-4 

 
1 GPU 
2 GPU 
4 GPU 

 
  48 時間 

〃  
  24 時間 

 
  56 
  〃 
  〃 

 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 

challenge-a 1 ～ 39 ノード (312)   24 時間 448 ★ ★ ★ ★ 

任意  1 ノード (8) 任意 ※４ 448 × × ○ ○ 

interactive-a ※５ 
share-interactive 

 
1 ノード 
1 GPU 

(8) 
    10 分 

〃 
56 
〃 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

★  審査による課題選定の上，月１回の一定期間のみ利用可能（原則として月末処理日前日の朝～翌日朝） 
※１ キューの指定(〝#PJM  -L “rscgrp=キュー名” ″) は，regular-a，debug-a，short-a を小文字で指定する 
    regular-a キューはノード数の指定（〝#PJM  -L “node=ノード数” ″）でノード数別のキューに投入される 
※２ トークンの消費係数は 1GPU 当り 3.00 
※３ １ノード当りの利用者が利用可能なメモリー容量 
※４ 申込ノード数の合計以内ならば，キュー名・制限時間（原則 48 時間以内）は相談の上，任意に設定可能 
※５ インタラクティブジョブの起動は次のとおり （トークン消費なし） 

pjsub --interact –g グループ名 -L “rscgrp=interactive-a,node=ノード数” 
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大規模共通ストレージシステム 利用負担金表 

 

大規模共通ストレージシステム(第１世代、Ipomoea-01) 利用負担金表（2022 年 6 月 1 日） 

区分 負担金額（税込） 

一般申込 

【大学・公共機関等 7,200 円, 企業 8,640 円】（1TB の場合，年額） 

（ディスク容量ごとの負担金額は下表参照, 利用期間は 1 ヶ月単位で設定可） 

利用者番号登録数    制限なし 

 

並列ファイルシステム ディスク容量 大学・公共機関等 企業 

1 TB 7,200 円/年 8,640 円/年 

[10 TB まで 1 TB 追加当たり] [4,200 円/年] [5,040 円/年] 

10 TB 45,000 円/年 54,000 円/年 

[100 TB まで 1 TB 追加当たり] [3,000 円/年] [3,600 円/年] 

100 TB 315,000 円/年 378,000 円/年 

[1,000 TB まで 1 TB 追加当たり] [2,400 円/年] [2,880 円/年] 

1,000 TB 2,475,000 円/年 2,970,000 円/年 

[以降 1 TB 追加当たり] [2,100 円/年] [2,520 円/年] 

 

※ 東京大学情報基盤センターのスーパーコンピュータシステムのいずれかに利用者番号（教育

利用，講習会を除く）を有する場合，利用者ごとにディスク容量 5 TB を無償で付与し、グループ

ごとに登録されているシステム（トークン移行先のシステムを除く）で付与されているディスク容量

の 15%を無償で付与する。いずれも申込不要。 

ディスク容量追加 

申込時点のディスク容量に応じて，1 TB 追加当たりの負担金額は下表参照 

（無償で付与されたディスク容量は「申込時点のディスク容量」に含まない） 

 

申込時点のディスク容量 大学・公共機関等 企業 

1 TB 未満 7,200 円/年 8,640 円/年  

1 TB 以上    10 TB 未満 4,200 円/年 5,040 円/年  

10 TB 以上   100 TB 未満 3,000 円/年 3,600 円/年  

100 TB 以上 1,000 TB 未満 2,400 円/年 2,880 円/年  

1,000 TB 以上 2,100 円/年 2,520 円/年  
 

※利用期間については利用開始月から当該年度のサービス終了月までとし，年度を超えないものとする。利用期間の指定があ

る場合は利用終了月までとする。 

※ディスク容量は利用期間内に限り有効とし，利用終了後に残存しているデータは削除するものとする。 

※ディスク容量追加の負担金額は追加単位額に追加する資源量および利用期間を乗じたものとする。 

※ファイル，ディレクトリの総数制限についてはディスク容量に比例した値を別途定めるものとする。 
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センターから 

サービス休止等のお知らせ 
 

2023 年 11月下旬からの計算機及びストレージシステムのサービス予定は以下のとおりです。 

 
Wisteria/BDEC-01スーパーコンピュータシステム  
 
○ Wisteria/BDEC-01 スーパーコンピュータシステム サービス休止のお知らせ 

日 付 利用者サービス センター内作業 
   

11月 22日（水） 9:00 ～ 22:00 までサービス休止 月末処理 

   

12月 22日（金） 9:00 ～ 22:00 までサービス休止 月末処理 

   

1月 26日（金） 9:00 ～ 22:00 までサービス休止 月末処理 

   

・ Wisteria/BDEC-01 システムは，原則 24 時間サービスを行っています。  

ただし，月末処理日  (原則として毎月最終金曜日)  はサービスを停止します。 

 
○ Wisteria/BDEC-01 スーパーコンピュータシステム 大規模 HPC チャレンジ のお知らせ（*） 

大規模 HPC チャレンジ 実施期間 
  

 11 月 21日 (火) 8:30  ～  11 月 22日 (水) 9:00まで 

 12 月 21日 (木) 8:30  ～  12 月 22日 (金) 9:00まで 

 1 月 25日 (木) 8:30  ～   1 月 26日 (金) 9:00まで 

  

・上記期間中，Wisteria/BDEC-01 の debug-o/a, short-o/a, regular-o/a, priority-o, interactive-o/a, prepost, share,  

share-debug, share-short, share-interactive, ノード固定及び講義用キューのサービスを休止します。 

ログインノードは通常どおり利用できます。 

 

 
大規模共通ストレージシステム（Ipomoea-01）  
 
○ Ipomoea-01 サービス休止のお知らせ 

日 付 利用者サービス センター内作業 
   

 2024 年3 月29 日までサービス休止の予定なし  

   

・ Ipomoea-01は，原則 24 時間サービスを行っています。  

ただし，月末処理等実施のためサービスを停止する場合もあります。 

・ Ipomoea-01サービス休止期間中においては，他システムからのIpomoea-01 ストレージへのアクセスも行うことはできません。  

 

【注意事項】 

・ サービス休止等の計画は原稿作成時の予定です。やむを得ずサービスを変更したり，休止したりする場合がありますので，最新の情報

は login 時のメッセージ及びスーパーコンピューティング部門の Web ページの運用スケジュール (https://www.cc.u-

tokyo.ac.jp/supercomputer/schedule.php) をご確認ください。 

・ 平日の9:00～17:00以外，休日 (土・日・祝日等) は，システム障害等でサービスが停止した場合，運転を継続できない場合がありま

す。その場合は，その時間をもってサービスを中止しますのでご了承ください。 

* Wisteria/BDEC-01における大規模HPCチャレンジについて、新型コロナウイルス感染症の状況次第で実施時間・実施条件の変更や、中

止となる可能性があります。詳細はWebページ(https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/guide/hpc/)をご覧ください。 
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システム変更等のお知らせ 
(2023.9.1 － 2023.10.31 変更) 

 
1. ハードウェア 

 
1.1 Wisteria/BDEC-01 スーパーコンピュータシステム    … なし 
 
1.2 Oakbridge-CX スーパーコンピュータシステム … 2023年9月29日 サービス終了 

 
1.3 Ipomoea-01 大規模共通ストレージシステム     … なし 

 
2. ソフトウェア 

 
2.1 Red Hat Enterprise Linux 8 (Wisteria/BDEC-01)  
 
 Odyssey 

FrontISTR 5.5 (2023.9.22) 
PETSc (再インストール) 3.15.0 (2023.9.22) 
富士通社製コンパイラ 

(Fortran77/90/95/2003/2008、C、C++) 
1.2.38 (2023.10.27) 

 
 Aquarius、ログインノード 

CMake 3.24.0 (2023.9.22) 
CUDA Toolkit 12.2 (2023.9.22) 
NCCL 2.18.5 (2023.9.22) 
cuDNN 8.9.4 (2023.9.22) 
Open MPI 4.1.5 (2023.9.22) 
HyperWorks 2022.3 (2023.10.5) 
NVIDIA HPC SDK 23.9 (2023.10.27) 

 
 ログインノード 

富士通社製コンパイラ 
(Fortran77/90/95/2003/2008、C、C++) 

1.2.38 (2023.10.27) 

 
 Guacamoleサーバ 

Apache Tomcat 9.0.82 (2023.10.27) 
 
インストールを実施しました。利用方法については、利用支援ポータルのお知らせ、 
またはドキュメント閲覧より利用手引書をご覧ください。 

 
2.2 Red Hat Enterprise Linux 7, CentOS 7 (Oakbridge-CX) … 2023年9月29日 サービス終了 

 
2.3 Red Hat Enterprise Linux 8 (Ipomoea-01)     … なし 

 

3. その他 
 

3.1 Oakbridge-CX サービス終了について 
 

Oakbridge-CX スーパーコンピュータシステムは 2023 年 9 月 29 日 17:00 をもってシステムを停止し、

すべてのサービスを終了致しました。ご利用ありがとうございました。 
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システム変更等のお知らせ 
(2023.9.1 － 2023.10.31 変更) 

 
1. ハードウェア 

 
1.1 Wisteria/BDEC-01 スーパーコンピュータシステム    … なし 
 
1.2 Oakbridge-CX スーパーコンピュータシステム … 2023年9月29日 サービス終了 

 
1.3 Ipomoea-01 大規模共通ストレージシステム     … なし 

 
2. ソフトウェア 

 
2.1 Red Hat Enterprise Linux 8 (Wisteria/BDEC-01)  
 
 Odyssey 

FrontISTR 5.5 (2023.9.22) 
PETSc (再インストール) 3.15.0 (2023.9.22) 
富士通社製コンパイラ 

(Fortran77/90/95/2003/2008、C、C++) 
1.2.38 (2023.10.27) 

 
 Aquarius、ログインノード 

CMake 3.24.0 (2023.9.22) 
CUDA Toolkit 12.2 (2023.9.22) 
NCCL 2.18.5 (2023.9.22) 
cuDNN 8.9.4 (2023.9.22) 
Open MPI 4.1.5 (2023.9.22) 
HyperWorks 2022.3 (2023.10.5) 
NVIDIA HPC SDK 23.9 (2023.10.27) 

 
 ログインノード 

富士通社製コンパイラ 
(Fortran77/90/95/2003/2008、C、C++) 

1.2.38 (2023.10.27) 

 
 Guacamoleサーバ 

Apache Tomcat 9.0.82 (2023.10.27) 
 
インストールを実施しました。利用方法については、利用支援ポータルのお知らせ、 
またはドキュメント閲覧より利用手引書をご覧ください。 

 
2.2 Red Hat Enterprise Linux 7, CentOS 7 (Oakbridge-CX) … 2023年9月29日 サービス終了 

 
2.3 Red Hat Enterprise Linux 8 (Ipomoea-01)     … なし 

 

3. その他 
 

3.1 Oakbridge-CX サービス終了について 
 

Oakbridge-CX スーパーコンピュータシステムは 2023 年 9 月 29 日 17:00 をもってシステムを停止し、

すべてのサービスを終了致しました。ご利用ありがとうございました。 
 
 

 

年度の利用申込（新規・継続）について

情報戦略課研究支援チーム

情報基盤センタースーパーコンピューティング部門

年度のスーパーコンピュータシステム利用申込（新規・継続）は下記のとおり取り扱い

ます 。利用申込の内容によって、利用申込期限が異なりますのでご注意ください。

なお、この情報は本稿作成時点での内容のため、変更する場合があります。最新の情報につ

いては、スーパーコンピューティング部門 ページ（ ）でご

確認ください。

また、 年 月からの利用に関する「利用登録のお知らせ」の送付については、 年 月

末を予定しておりますので、予めご了承ください。

１．新規利用申込

通常利用

年 月下旬にスーパーコンピューティング部門 ページ

（ ）にて 年度版の利用申込サイトを公開します。スーパー

コンピュータシステム利用規程等をよくお読みになり、利用申込を行ってください。

申込は随時受け付けますが、 年 月初めからのご利用を希望される場合は、利用申込期限

までに手続きを行ってください。

なお、申込状況により利用のお断りもしくは希望セット数どおりの提供ができない場合があり

ます。

■利用申込期限： 年 月 日（金） （早めに手続きを行ってください）

企業利用、若手・女性利用、教育利用、講習会、大規模 HPC チャレンジ、萌芽共同研究公

募課題「AI for HPC」、学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点及び HPCI 等の公募制度

による利用を除きます。

スーパーコンピューティングニュース� Vol.�25,�No.6　2023- 3 -



２．継続利用申込

通常利用

年 月下旬に代表者の方に 年度の登録内容を記載した「継続手続きの案内」を送付し

ます。 年度も継続利用される場合は、案内に従い、利用申込期限までに手続きを行ってく

ださい。

なお、申込状況により利用のお断りもしくは希望セット数どおりの提供ができない場合があ

ります。

また、提供セット数の決定にあたっては、 年度利用実績、研究成果登録状況等を参考に

させていただく場合があります。

■利用申込期限： 年 月 日（金）（早めに手続きを行ってください）

３．問い合わせ先

〒

千葉県柏市柏の葉 （東京大学情報基盤センター内）

東京大学情報システム部

情報戦略課研究支援チーム

：

スーパーコンピューティングニュース� Vol.�25,�No.6　2023- 4 -



2023年度 インターン・後期
東京大学情報基盤センター「若手・女性利用者推薦」採択課題

スーパーコンピューティングチーム

東京大学情報基盤センター（以下、本センター）では、若手研究者（2023年4月1日時点にお
いて40歳以下）、女性研究者（年齢は問わない）または学生による、スーパーコンピュータ、
データプラットフォームなどの大型計算資源を使用した研究を対象とした公募型プロジェクト
を実施しています。センターの教員による審査の上、年間で数十件の優れた研究提案課題を採
択する予定です。採択された課題では申請した計算資源を無料で使用することができます。
前期・後期に募集を行う一般枠（最長で１年間の利用が可能）と、学部学生・大学院生を対象
とし、主に夏期における利用を想定したインターン制度があります。各制度では、一名で行う
研究課題を募集します。
一般枠で採択された課題のうち、特に優れた課題で「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究
拠点（JHPCN）」の萌芽型共同研究課題の条件を満たすものについては、本センターより同拠
点萌芽型共同研究課題として推薦する予定です。同拠点共同研究課題審査委員会で審査の上、
JHPCNの萌芽型共同研究課題としても採択された場合、毎年7月に開催されるJHPCNのシン
ポジウムにて発表の機会が与えられる場合があります。本制度に採択された課題は終了後、得
られた成果をもとに、「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点（JHPCN）」の公募型共同
研究（一般課題、国際課題、企業課題）等へと進展することが大いに期待されます。なお、イ
ンターン制度で採択された課題はJHPCN萌芽型共同研究課題としての推薦は行いません。

このたび、以下の基準による厳正な審査のうえ、2023年度インターンは3件の課題を、後期
は6件の課題を採択いたしました。

• 本制度が提供する計算機システムを利用することで、学術的にインパクトがある成果を
創出できると期待される提案を積極的に採択します。

• スーパーコンピュータの利用環境の改善に寄与すると期待されるソフトウェア開発に関
する提案を歓迎します。

• 現状の環境にとどまらず、将来の先端的なスーパーコンピュータ環境を目指した提案は
特に歓迎します。

• 特に、mdxについては、理工系・人文系にまたがる多様なデータの収集・整備、研究コ
ミュニティにおけるデータの共有やプラットフォームの整備、そして機械学習等の先端
的なデータサイエンス手法を用いたデータ解析など、多様なデータ科学・データ利活用
研究を歓迎します。

本制度の詳細は、以下のHPをご覧ください。
https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/guide/young/
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■ 2023年度 インターン 採択課題

課題名 低レイノルズ数の遷音速バフェットによる三次元性への影響に関する研究
代表者名（所属） 藤野 献（東京大学 工学系研究科）
利用システム名 Wisteria/BDEC-01 Odyssey

実施期間 半年
本研究は低レイノルズ数における遷音速バフェットの三次元性の有無を調査する研究である。低
レイノルズ数において、遷音速流れのようなマッハ数の高い流れでは、流れ場が安定化し三次元
性が消失することが確認されている。一方で遷音速バフェットにより生じる大規模な剥離せん断
層は不安定化しやすいことが知られている。このため低レイノルズ数における遷音速バフェット
による三次元性への影響に関して調査する必要があるものと思われる。本研究では高次精度三次
元圧縮性ナビエストークス方程式を直接数値シミュレーションにより解くことで、低レイノルズ
数流れにおける遷音速バフェットの三次元不安定に対する影響を調べる。

課題名 Numerical modeling of mesoscale dynamics around enormous mountains

on Mars

代表者名（所属） HOU CHENGZE（東京大学 理学系研究科）
利用システム名 Wisteria/BDEC-01 Aquarius

実施期間 半年
地球の地形とは異なり、火星の Tharsis Montes地域は、惑星の大気上界に達する巨大な山脈を
誇り、これが地域の大気力学と中尺度現象に数多くの未知の変数を導入しています。毎火星年の
冬、Tharsis Montesに位置する Arsia Monsの風下斜面では、European Space Agency（ESA）
の軌道探測器が一日で数千キロメートルに伸びる広大な水氷雲を一貫して記録しています。この
持続的な気象現象は、その地域の複雑な大気循環パターンを強調しています。現在の科学的な合
意は、これらの巨大な山脈によって引き起こされる中尺度現象が、このような異常な気象現象の
主要な原因であると指摘しています。この地域に火星探査車が到達したことがないことを考慮に
入れて、我々の先駆的な研究は、過去の観測の包括的なレビューとこの地域特有の理論的なモデ
ル構築を含みます。その後、実際の火星の地形と大気力学を利用して、この地域の複雑な中尺度
現象のリアルなモデリングに取り組む予定です。
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課題名 Mining User Preference Transition based on Knowledge Graph for Next

POI Recommendation with Implicit Check-in Data

代表者名（所属） 徐 小航（東京大学 情報理工学系研究科）
利用システム名 Wisteria/BDEC-01 Aquarius

実施期間 半年
Point-of-interest(POI) recommendations often require the user’s explicit check-in record,

but in reality, users’ mobility is typically uncertain (i.e., imprecise check-in location and

missing or incomplete check-in information). This research plans to infer users’ preferences

and provide POI recommendation services based on graph neural networks with implicit

check-in data.

スーパーコンピューティングニュース� Vol.�25,�No.6　2023- 7 -



■ 2023年度後期 採択課題

課題名 データ駆動数値流体力学の創成
代表者名（所属） 柴田 寿一（東京大学 医学部附属病院放射線科）
利用システム名 Wisteria/BDEC-01 Aquarius

実施期間 半年
流体を支配するナビエ・ストークス方程式の直接計算 (DNS: Direct Numerical Simulation)あ
るいは準直接計算 (LES: Large Eddy Simulation) に必要な計算コストは、レイノルズ数 ( Re

数)の増加とともに劇的に増加する。一方、実用上重要な旅客機やロケット周囲の流体（空気）は
非常に高い Re数を持つので、現在の計算機資源では DNSは実施できず、LESも簡単ではない。
ここに本研究では、2023年度 JST-AIPチャレンジ採択課題（課題名：高解像度な体積画像を扱
う拡散モデルの確立、研究提案者：柴田寿一）の下で応募者が提唱した高解像度体積画像を扱う
拡散モデルを応用し、この困難に挑戦する。具体的には、計算の容易な比較的低い Re数の流れ
場で学習した拡散モデルを用いて比較的高い Re 数の流れ場を効率的に生成する。将来的には、
FFVHC-ACE等の圧縮性乱流ソルバーで計算された航空機全機周りの流れ場からそれよりもさ
らに高い Re数の流れ場を効率的に生成することを目指す。

課題名 強固有磁場環境が太古火星の電離大気散逸に与える影響の研究
代表者名（所属） 坂田 遼弥（東北大学 理学研究科）
利用システム名 Wisteria/BDEC-01 Odyssey

実施期間 半年
現在よりも強力な太陽 XUV放射および太陽風に曝されていた太古火星における電離大気散逸過
程に対して惑星固有磁場環境が与えた影響について、電離圏から磁気圏までを包括的に解くグ
ローバル多流体磁気流体力学モデルによる数値シミュレーションに基づいて検証する。特に、先
行研究で想定したものよりも強い固有磁場の存在下において電離大気の散逸がどのように起きる
のかを検証するとともに、固有磁場を保持していた太古火星における電離大気散逸が大気損失に
もたらした寄与を評価する。

課題名 Impact of electrostatic interactions on colloidal gelation

代表者名（所属） Joeri Opdam（東京大学 先端科学技術研究センター）
利用システム名 Wisteria/BDEC-01 Aquarius

実施期間 半年
The goal of this project is to study the gelation of charged colloidal particles, which is

important in both biological systems and industrial products such as foods and cosmetics.

We will use Fluid Particle Dynamics simulations that incorporate hydrodynamics in an

efficient but effective manner to study gelation mechanisms of colloids for different salt and

colloid concentrations. With this we attempt to show how electrostatic interactions can

change gelation pathways and gel structure.
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課題名 Large Language Model Enhanced News Recommender System

代表者名（所属） 楊 博銘（東京大学 情報理工学系研究科）
利用システム名 mdx

実施期間 半年
In this research proposal, our goal is to leverage LLMs and GNNs as tools for feature engi-

neering and data augmentation. We fully utilize the logical reasoning ability and open-world

knowledge of large language models without imposing an excessive additional burden on the

training and inference of downstream news recommendation models. By combining the use

of fine-tuning LLM,we propose an elegant approach to enhance news recommendation.

課題名 アルツハイマー病特異的タウ線維のマウスにおける再構成モデルの確立
代表者名（所属） 鹿野 真吏亜（東京大学 薬学系研究科）
利用システム名 Wisteria/BDEC-01 Aquarius

実施期間 半年
高齢化の進行に伴いアルツハイマー病 (AD)の患者数は劇的に増加しているが、根本的治療法は
存在しない。その要因として、AD研究のモデルマウスの妥当性の低さが挙げられる。AD病理
として脳全体でのタウの凝集・蓄積が挙げられる。このタウ蓄積の拡大は認知機能低下とも相関
することから A D病理の本丸であると考えられる。近年凝集タウは神経細胞内で paired helical

filament（PHF）という疾患特異的な線維構造をとることが解明された。また線維の構造特異性
が病理の疾患特異性を司るとされている。しかし既存のモデルマウスで PHF形成を再現できた
例は存在しない。そこで、本研究では実験の代わりに計算機の中で PHF構造を仮想的に再現し、
その仮想構造に対して変異による構造形成・安定性の変化を調べる計算を行う。具体的には、分
子動力学シミュレーションをベースにした自由エネルギー摂動法計算を行うことで、あるアミノ
酸残基を別のアミノ酸残基に変異させた際の自由エネルギー変化を求める。変異に伴うの計算
を、既に別のシミュレーションから絞り込んでいる部位に対して網羅的に行うことで、PHFを形
成・安定化するために有効な配列条件を 同定し、患者と同一構造を持つタウ線維の再現モデルを
確立する。
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課題名 Long time series forest type classification and change detection in north-

ern Japan

代表者名（所属） Pei Huiqing（Graduate School of Agricultural and Life Sciences, The

University of Tokyo）
利用システム名 Wisteria/BDEC-01 Aquarius

実施期間 半年
It is essential to better understand the long-term change in forest type and the effects of

typhoon disturbance on forest structure at a local scale. Recent developments of remote

sensing technology and deep learning methods allow researchers an easy and efficient ap-

proach to monitoring forest change under the management and natural disturbances. This

project aims to fuse multi-modal remote sensing data with novel deep learning methods to

implement the understanding of forest change under the management and disturbances to

hemiboreal forest ecosystems in Northern Japan.
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スーパーコンピュータシステム「大規模HPCチャレンジ」課題募集のお知らせ 

 
 Wisteria/BDEC-01スーパーコンピュータシステムでは、「大規模HPCチャレンジ」を実施しています。「大規模HPC
チャレンジ」は、スーパーコンピュータシステムがもつ最大規模のノード数を、最大24時間・1研究グループで計算資
源の専有利用ができる公募型プロジェクトです。採択条件等については、以下をご覧ください。皆様からの課題応募を
お待ちしております。 
 
1. 提供資源 
  以下のスーパーコンピュータシステムのノードを最大24時間専有利用することができます。 
  （今後の状況次第で変更となる可能性があります） 
  
 Wisteria/BDEC-01 スーパーコンピュータシステムのシミュレーションノード群（Odyssey）6,144 ノード

（294,912 コア）、データ・学習ノード群（Aquarius）36 ノード（GPU 288 基） 
 
 

2. 利用案内 
 1ヶ月に 1回、原則として月末処理前日の 9:00～翌 9:00までの最大 24時間、提供資源を専有利用することが

可能です。 
 課題は公募制とし、現ユーザーに限定せず、広く課題を募集します。個人、及びグループによる応募が可能です

が、各月に1グループの採用（*）を原則とします。 
 本制度により得られた成果については公開して頂きます。成果公開には東京大学情報基盤センターのスーパー

コンピュータシステムを利用し、「大規模 HPC チャレンジ」制度によって実施した旨を明記していただきます。
また、「スーパーコンピューティングニュース」や広報誌等への成果報告記事の執筆などを行っていただきます。 

 センターの主催、共催するセミナー、ワークショップ等でご発表いただく場合があります。 
 利用料金は無料です。 

  
* Wisteria/BDEC-01においては各月Odysseyで1件、Aquariusで1件、最大2件まで受入可能、ただし1グループ
でOdyssey、Aquarius両方利用することも可能 
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3. 実施日程 

2023年度の今後の「大規模HPCチャレンジ」実施日程は表1のとおりです。 
※ 新型コロナウイルス感染症の状況次第で、実施時間や実施条件の変更、中止となる可能性もあります。 
 

表1. 2023年度 Wisteria/BDEC-01大規模HPCチャレンジ実施日程 
実施日時 募集締切 審査 採択通知 

第 
3 
回 

2023年12月21日(木) 9:00 ～12月22日(金) 9:00 
2023年 
10月30日 (月) 
17:00【締切】 

11月上旬 11月中旬 2024年 1月25日(木) 9:00 ～ 1月26日(金) 9:00 
2024年 2月21日(水) 9:00 ～ 2月22日(木) 9:00 
2024年 3月28日(木) 9:00 ～ 3月29日(金) 9:00 

 
 メンテナンス等の都合により募集スケジュールが変更となることがあります。最新情報はWeb Page1をご覧く

ださい。 
 年複数回を申し込むことも可能ですが、申込状況によりご希望に添えない場合もありますのであらかじめご了

承ください。また、一回の申し込みで利用可能なのは一回のみです。 
 表に掲載されている以外の日程でも募集を行うことがあります。最新情報はWeb Page1をご覧ください。 

 
 
4. 研究対象 

 「大規模 HPC チャレンジ」では、提供する最大ノードを使用する大規模計算を実施する研究に限定します。申込
者及び研究グループのメンバーは、国内外の並列計算機を利用した大規模計算の実績があることを前提とし、以下の
ような「High-Performance Computing」に関連した幅広い分野の研究を対象としています。 
 
 大規模シミュレーション 
 大規模データ処理 
 大規模ベンチマーク、演算・通信システム性能評価 
 その他、大規模計算に関係するソフトウェア実行 

 
 
5. 利用資格 

 利用資格は、申込書を基に、東京大学情報基盤センタースーパーコンピューティング研究部門の教職員、及び、外
部委員により構成される審査委員会において審査されます。現ユーザーである必要はありません。 
 なお、申込者は「国内の大学、公共機関に所属する研究者、及び民間企業に所属する者」とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                   
1「大規模 HPC チャレンジ」 

https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/guide/hpc/ 

スーパーコンピューティングニュース� Vol.�25,�No.6　2023- 12 -



6. 採択基準、審査方法 
 応募課題は、以下の基準により、東京大学情報基盤センタースーパーコンピューティング研究部門の教職員、及び、
外部委員より構成される審査委員会により採択課題を選考し、できるだけ速やかに公表を行う予定です。 

 
  主な採択基準 

A) 計算・結果の詳細を論文等も含めて公表できること。 
B) 計算結果が科学的に有用、あるいは社会的なインパクトがあると考えられること。 
C) システムごとに決められたノード数（Odyssey：4,096ノード、Aquarius：36ノード）以上の利用を目標

としていること。 
D) 計画に実現性があり、短期間で効果を示すことが可能であること（一回の使用時間は最大24時間です）。 
E) 本システムの運用、ユーザーにとって有用な情報を提供すること。 
 
※ 項目A) ～ D)は、必須となります。項目E)は必須ではありませんが、申込書に該当する記述がある場合、加

点評価される場合があります。 
※ 最大利用可能ノード数：Odyssey：6,144 ノード、Aquarius：36 ノード 

 
 
7. 利用申込 

 募集要項、スーパーコンピュータシステム利用規程等をよくお読みの上、申込書及び研究グループメンバー情報に
必要事項をご記入ください。ご記入頂いた申込書及び研究グループメンバー情報、論文は以下の提出先まで、電子メ
ールにてお送りください。書類のご提出はPDF形式（研究グループメンバーの情報はエクセル）にてお願いいたし
ます。 
 
申込書に必要な項目・提出書類は以下の通りです。 

1. 申込年月日 
2. 利用希望時期 
3. 申込者情報（氏名、所属、職名、連絡先住所、E-mail、電話） 
4. 研究課題名（和文、英文）、概要 
5. 研究課題の内容、目標 
6. 申込者、研究グループメンバーの当該分野における研究業績のうち、大規模計算機利用の実績として代表的な
論文1編の別刷り 

7. プログラム情報、利用スケジュール等 
8. 要望事項、特記事項 
9. 研究グループメンバーの情報 

 
8. 問い合わせ先 

 申込等ご不明な点は、電子メールでお問い合わせください。 
（電話でのお問い合わせはご遠慮ください。なお、詳細は本センターWeb Page1でもご案内しておりますので、
あわせてご覧ください）。 

 
  【 提出先 】 

E-Mail ： koubo@cc.u-tokyo.ac.jp 
東京大学 情報システム部 情報戦略課 研究支援チーム 

 
  【 問い合わせ先 】 

E-Mail ：uketsuke@cc.u-tokyo.ac.jp 
東京大学 情報システム部 情報戦略課 研究支援チーム 
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スーパーコンピュータシステム「大規模 HPC チャレンジ」採択課題のお知らせ 
 
1. はじめに 
 Wisteria/BDEC-01では「大規模HPCチャレンジ」を実施しています。「大規模HPCチャレンジ」は、スーパ

ーコンピュータシステムがもつ最大規模のノード数を、最大24時間・1研究グループで計算資源の専有利用がで

きる公募型プロジェクトです 1。 
 課題審査委員会による厳正な審査の結果、以下の課題を採択しましたのでお知らせいたします。 
 
2. 採択課題 
システム：Wisteria/BDEC-01 
 募集期間：2023年度 第2回再募集 2023年9月4日～9月25日 
 
 1件の応募があり、以下の課題を採択しました。 
 
 採択課題一覧 

課題名 低通信超並列チャンネル流 DNS コードの開発 

代表者名（所属） 山本 義暢（山梨大学 大学院総合研究部） 
世界最高レイノルズ数条件下における壁面乱流場直接数値計算の実現を目指し，超並列・低容量・低通信

擬スペクトル法コードを開発している．本コードでは，擬スペクトル法の主要演算部である高速フーリエ

変換(FFT)方向のx( or y)軸と壁垂直方向 z 軸の2 次元領域分割により超並列計算を実現している．FFT 
方向(x & y 軸)の計算においては並列効果を得るために分割軸の転置(x ⇔ y)が必要となり，alltoall 通信

(a2a)が発生する．この a2a コストは x (ory)軸分割領域を FX システム特有の tofu インタコネクトにお

ける近接ノード配置とすることで低減される．実際コード上の領域分割(2 次元)と tofu インタコネクト上

の形状(2 次元)を一致させ，FFT 方向分割を tofu 座標上の 2(12 ノード)程度に配置することにより高効

率演算が実現可能となっている．しかしこの方法ではFX システム最大構成クラスの利用が困難となる． 
そこで本研究では，tofu インタコネクト3 次元形状においてコード上の2 次元領域分割配置を最適化す

ることにより，FX システム最大構成での高効率演算を可能とすることを目標とする． 
 

                                                   
1「大規模 HPC チャレンジ」 

https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/guide/hpc/ 
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1．Wisteria/BDEC-01スーパーコンピュータシステム（Odyssey） ジョブ処理状況　（RedHat Enterprise Linux 8）
平均ﾉｰﾄﾞ ﾉｰﾄﾞ

年月 利用数 利用率

(ノード)

2023年4月

5月

6月

7月

8月

9月

2022年9月

10月

11月

12月

2023年1月

2月

3月

合計

・試運転は、2021年5月14日より開始。正式サービスは、2021年8月2日より開始 ・ノード利用数：　インタラクティブおよびバッチジョブの経過時間を1ノードが100%動作したと仮定した場合の利用ノード数。

・接続時間：　ログイン時間の累計   計算式＝1ヶ月のインタラクティブおよびバッチジョブ経過時間合計÷1ヶ月の稼動時間

・ログイン（実CPU）：　コア時間単位 ・ノード利用率：　サービスノードに対する利用比率。　計算式＝ノード利用数÷サービスノード数×100

・2022年9月分は合計に含まない

実利用者数

処理件数
接続時間

[時間]

ファイル使用量 [GiB]

バッチジョブ

8・9月のジョブ統計

ログイン
（実CPU）

演算時間 [ノード時間] （経過時間）

ログイン プリポスト
インタラクティブ

ジョブ バッチジョブ プリポスト
インタラクティブ

ジョブ

登録者数

年
月 月 月 月 月 月 月 月 月

年
月 月 月

ノード利用率
利用率 ％

月

年
月 月 月 月 月 月 月 月 月

年
月 月 月

月別利用状況

ログイン件数

インタラクティブ件数

バッチジョブ件数

演算時間 バッチ経過

演算時間 ノード時間
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1．Wisteria/BDEC-01スーパーコンピュータシステム（Odyssey） ジョブ処理状況　（RedHat Enterprise Linux 8）
平均ﾉｰﾄﾞ ﾉｰﾄﾞ

年月 利用数 利用率

(ノード)

2023年4月

5月

6月

7月

8月

9月

2022年9月

10月

11月

12月

2023年1月

2月

3月

合計

・試運転は、2021年5月14日より開始。正式サービスは、2021年8月2日より開始 ・ノード利用数：　インタラクティブおよびバッチジョブの経過時間を1ノードが100%動作したと仮定した場合の利用ノード数。

・接続時間：　ログイン時間の累計   計算式＝1ヶ月のインタラクティブおよびバッチジョブ経過時間合計÷1ヶ月の稼動時間

・ログイン（実CPU）：　コア時間単位 ・ノード利用率：　サービスノードに対する利用比率。　計算式＝ノード利用数÷サービスノード数×100

・2022年9月分は合計に含まない

実利用者数

処理件数
接続時間

[時間]

ファイル使用量 [GiB]

バッチジョブ

8・9月のジョブ統計

ログイン
（実CPU）

演算時間 [ノード時間] （経過時間）

ログイン プリポスト
インタラクティブ

ジョブ バッチジョブ プリポスト
インタラクティブ

ジョブ

登録者数

年
月 月 月 月 月 月 月 月 月

年
月 月 月

ノード利用率
利用率 ％

月

年
月 月 月 月 月 月 月 月 月

年
月 月 月

月別利用状況

ログイン件数

インタラクティブ件数

バッチジョブ件数

演算時間 バッチ経過

演算時間 ノード時間

2．Wisteria/BDEC-01スーパーコンピュータシステム（Aquarius） ジョブ処理状況　（RedHat Enterprise Linux 8）
平均GPU

年月 利用数 利用率

2023年4月

5月

6月

7月

8月

9月

2022年9月

10月

11月

12月

2023年1月

2月

3月

合計

・試運転は、2021年5月14日より開始。正式サービスは、2021年8月2日より開始 ・GPU利用数：　インタラクティブおよびバッチジョブの経過時間を1GPUが100%動作したと仮定した場合の利用GPU数。

・登録者数、実利用者数、ログイン件数、接続時間、ファイル使用量、   計算式＝1ヶ月のインタラクティブおよびバッチジョブ経過時間合計÷1ヶ月の稼動時間

  ログイン（実CPU）はWisteira/BDEC-01(Odyssey) と共通。 ・GPU利用率：　サービスGPUに対する利用比率。　計算式＝GPU利用数÷サービスGPU数×100

・2022年9月分は合計に含まない

処理件数 演算時間 [GPU時間](経過時間)

インタラクティブ
ジョブ バッチジョブ

インタラクティブ
ジョブ

バッチジョブ

年
月 月 月 月 月 月 月 月 月

年
月 月 月

月別利用状況

インタラクティブ件数

バッチジョブ件数

演算時間 バッチ経過

演算時間 時間

年
月 月 月 月 月 月 月 月 月

年
月 月 月

利用率
利用率 ％

月
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3．Oakbridge-CX スーパーコンピュータシステムジョブ処理状況 （Red Hat Enterprise Linux 7、CentOS 7） 
平均ﾉｰﾄﾞ ﾉｰﾄﾞ

年月 利用数 利用率

(ノード)

2023年4月

5月

6月

7月

8月

9月

2022年9月

10月

11月

12月

2023年1月

2月

3月

合計

・接続時間：　ログイン時間の累計 ・ノード利用数：　インタラクティブおよびバッチジョブの経過時間を1ノードが100%動作したと仮定した場合の利用ノード数。

・ログイン（実CPU）：　コア時間単位   計算式＝1ヶ月のインタラクティブおよびバッチジョブ経過時間合計÷1ヶ月の稼動時間

・2022年9月分は合計に含まない ・ノード利用率：　サービスノードに対する利用比率。　計算式＝ノード利用数÷サービスノード数×100

プリポスト
インタラクティブ

ジョブ

登録者数 実利用者数

処理件数
接続時間

[時間]
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月
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4．Ipomoea-01大規模共通ストレージシステム使用状況

2023年4月

5月

6月

7月

8月

9月

2022年9月

10月

11月

12月

2023年1月

2月

3月

合計

・接続時間：　ログイン時間の累計

・ログイン（実CPU）：　コア時間単位

・使用率：　実効容量にに対する使用比率。 計算式=ファイル使用量÷実効容量×100

・2022年9月分は合計に含まない

年月 ログイン数登録者数 実利用者数
接続時間

[時間]

ファイル使用量 [GiB]
ログイン
（実CPU）

使用率 実効容量

年
月 月 月 月 月 月 月 月 月

年
月 月 月

使用率（ ）使用量（ ）
月別利用状況

使用率
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第 回 研究会実施報告

－

住 元 真 司
東京大学情報基盤センター

東京大学情報基盤センター 研究会 は内

外からの講演者をお招きして不定期に開催しています。 年 月に約 年ぶりに現地開

催を含む形態での研究会を開催しました。今回，第 回 研究会に続いて 月 日〜

日に東京で開催される

参加のために来日した 博士

をお招きして ハイブリッド形態でのセミナーを開催

しました。 博士には心臓シミュレーションの最新の プロセッサ

による高速化についてお話しいただきました。加えてセンター教員か

ら心臓シミュレーションと の性能評価に関する講演，本学の大学院生 氏

による における標準 による最適化についての講演を実施しました。

表 にプログラムを示す。会議は現地開催 柏 キャンパス オンラインのハイブリッ

ドで開催され 申込数は合計 名 参加者は講演者も含め 名 含む であった。

本研究会の模様は録画されており 東大情報基盤センターの チャンネルから視

聴可能です。

表 第 回 研究会プログラム
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写真 博士 による講演

の様子

写真 博士 による講演

の様子

：

：
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フィッティングによる大規模データからの

若返り銀河の検出

田 中 匠

東京大学大学院理学系研究科天文学専攻

１．はじめに

一般に銀河は，活発な星形成を行う星形成銀河と，ほとんど星形成を行わない非星形成銀河に

大別される。星形成銀河がある程度成長すると何らかの要因で星形成活動が抑制され，星形成銀

河が非星形成銀河に進化する，という一方通行の銀河進化シナリオが広く考えられている。星形

成活動の評価は銀河進化を理解するうえで非常に重要な要素であり，一般に天文学分野では単位

時間あたりに作られる恒星の総質量である星形成率 太陽質量 年 を用いて星形成活動を評価

することが多い。

一方で近年の大規模なサーベイ観測の進展や解析手法の開発を背景に，銀河内での星形成率を

時間の関数としてみた星形成史の議論が進むようになってきた。その結果，星形成の抑制を経験

し非星形成銀河に進化した上で直近に星形成を再開した「若返り銀河」と呼ばれる銀河が発見さ

れている 。この若返り銀河は，上記の広く支持される銀河進化シナリオでは説明できな

い銀河であり，銀河進化の理解を深めるうえで非常に重要な種族である可能性がある。しかし，

若返り銀河の先行研究では，サンプル数が小さい，研究により定義がばらばらである，そもそも

バイアスのある母サンプルから探査している，といった問題点があり，結果的に若返り銀河の持

つ性質の統計的な議論は進んでいない。そのため若返り銀河において星形成を再開する 若返り

現象を起こす メカニズムや，若返り銀河の銀河進化における重要性なども判明していない。

そこで我々は星形成史を用いた解析を通じて若返り銀河に関する未解決問題を解決すること

を目標とする プロジェクトを立ち上げた。 プロジェクトの第一段階である本

課題では，先行研究よりも大規模かつ統一的な定義で選択された若返り銀河のサンプルを作成し

統計的な議論を行った。なお本課題の成果は日本天文学会が出版している

欧文研究報告 誌に 済みであり，プレプリント

版も公開済みである 。研究成果を詳しく知りたい方はそちらを参照いただきたい。

２．若返り銀河の選択手法

本研究では と呼ばれる を用いた フィッティング手法を用いて大量の

近傍銀河の星形成史を推定し，若返り銀河を選択した。 フィッティングとは，銀河の観測デ

ータをモデルスペクトルでフィッティングすることで，星形成史や質量などの銀河の物理量を推

定する手法である。 では，銀河の時間進化を複数個のビンに区切り，各ビンにおいて

一定の星形成率を仮定したノンパラメトリックな星形成史を仮定したフィッティングが可能で

ある。一般的な フィッティング手法では，銀河の星形成史として指数的な減少など簡単な関

プロジェクト
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数を仮定することが多く，弱い仮定の下で自由度の高い星形成史でのフィッティングが可能であ

る点は の強みである。

本研究で採用したモデルでは つの時間ビンからなるノンパラメトリック星形成史を仮定し

ており，星形成史のほかにも質量 金属量など計 個のフリーパラメータを持つ。我々は結果

の事前分布依存性を考慮するため，星形成史の事前分布として つの異なる事前分布を仮定して

実行した。フリーパラメータの数も多く，各モデルスペクトルの作成もコストが高いために，上

記の設定では コアで 天体実行するために 日程度の時間が必要となる。さらに後述するよう

に天体数は約 万天体にもおよぶ。これらの高い計算コストに対応するため，本課題では「若

手・女性利用者推薦制度」のインターン枠を利用し， を利用することで上記の

フィッティングを実行した。

サンプルは面分光 サーベイである サーベイ により観測された約 天体の銀河

を用いた。これらの天体は面分光データを持つために，若返り銀河選択後に詳しい個々の銀河の

観測が可能であるというメリットを持つ。 サーベイによって得られた面分光データを一次

元に圧縮した分光データに加え，紫外線から赤外線までの測光データを に入力し，

フィッティングを行った。

推定した星形成史を基に，我々は直近 億年以内に非星形成銀河から星形成銀河に戻った星形

成史を持つ銀河を若返り銀河として選出し， 天体からなる若返り銀河サンプルを制作した。

直近 億年という短い 期間に注目しているのは，一般に フィッティングにおいては星形成

から時間が経過するごとに時間分解能が低下していくために， 億年以前の星形成史を直近 億

年と同程度の時間分解能で再現することが難しいためである。

なお本研究では，様々な星形成史を仮定したモデルにより作られた模擬銀河データを用いて手

法の検証も行った。その結果，上記の我々の手法では，若返りによって再開した星形成によって

全星質量の約 程度が形成されたような若返り銀河を 程度の精度で選択することが可能

であることを確認した。また サンプルはすでに様々な研究がなされているサンプルであ

り，ノンパラメトリックな星形成史を仮定しない フィッティングにより推定された物理量の

カタログも公開されている。本研究により得られた星質量やダスト減光量などの物理量は，既存

のカタログともコンシステントな結果であることも確認済みであり，我々の結果の正当性を支持

している。

３．結果

本研究にて構築した若返り銀河サンプルより，若返り銀河は全銀河の約 程度を占めること

が判明した。また若返り銀河は星形成を活発に行っている銀河の中でも大質量側に多く分布して

おり，星形成銀河よりも大きな質量を持つ傾向のある非星形成銀河から進化したとする定義と一

致した結果となっている。

空間方向に分割したビンごとに分光を行うことで，空間的に広がった天体の場所ごとの分光

データを手に入れることができる観測のこと。

銀河進化の時間スケールから見れば非常に短い時間スケールであることに注意。
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第 図 銀河の形態指標を比較したヒストグラム，および箱ひげ図。

左 銀河の光学的プロファイルの中心集中度を比較している。値が小さいほど中心集中度の弱い円盤銀河の

ようなプロファイルであることを示す。 中 銀河の光学的なサイズの指標である有効半径を比較している。有効

半径は，各銀河の半分の光度が含まれる半径に対応する。 右 銀河の力学的な形態指標である回転速度と速度分

散の比を比較している。値が大きいほど回転が卓越した円盤銀河のような力学的構造を持つことを示す。各グラ

フにおいて，オレンジ，紫，水色がそれぞれ非星形成銀河，若返り銀河，星形成銀河を示している。

次に銀河の形態に注目する。第 図は銀河の力学的指標を，若返り銀河，非星形成銀河，星形

成銀河で比較している。一般に星形成銀河は円盤状の拡がった形態を，非星形成銀河は楕円状の

中心集中度の高い形態を示す傾向があることが知られている。光学的な形態指標である中心集中

度や，力学的な形態指標である回転速度 速度分散の比の値を比較した結果，若返り銀河は星形

成銀河と非星形成銀河の中間的な形態を示し，非星形成銀河よりも明確に円盤状な構造を持つこ

とが判明した。

他にも本課題では，銀河の環境や，分光データの特徴などの比較も行っているが，本記事では

割愛させていただく。詳細な解析結果については論文 を参照いただきたい。

４．考察

星形成史を基にした選択手法は，若返り銀河を選ぶ手法として最も直接的な手法であるうえに，

本研究で構築したサンプルは過去最大の若返り銀河サンプルであり，若返り銀河の特性を探るた

めの統計的な解析も可能となる。本章では，初の若返り銀河の統計的解析により示唆された，若

返り銀河の重要性や，星形成再開のメカニズムなどについて，簡単に報告する。

４．１．若返り銀河の重要性

最も直近の時間ビンにおける星形成率を用いて，現在の宇宙における全星形成率において若返

り銀河における星形成活動の占める割合を計算した結果，約 となった。この値は特に大質量

側で高く，現在の宇宙における 特に大質量銀河での 星形成活動を考える際に，若返り銀河が

無視できない種族であることを意味している。

また若返り銀河において，全星質量に占める直近 億年以内に形成した星質量の割合も計算し

た。その結果概ね 程度となり，各銀河の質量進化において 回の若返り現象の持つ役割は

小さいと考えられる。ただし，前述したように我々の手法は全星質量の 程度を再開した星
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形成活動で形成したような若返り銀河のみを選択する傾向があることにバイアスされている可

能性がある。一方で，後述する単一の銀河で複数回若返りが起こる可能性や， 億年以内に再開

した星形成活動が今後長い間継続する可能性を考えると，上で議論した値は各銀河の質量進化に

おける再開した星形成の寄与を過小評価している可能性がある。

４．２．複数回若返る可能性

今回の フィッティングにより推定した星形成史の分析から，星形成再開のタイムスケー

ル すなわち再開した星形成が継続する時間は平均して 億年程度の時間であると推定された。

単一の銀河が直近の約 億年 の間に若返り現象を起こした回数を，若返り銀河の全銀河に占め

る割合がこの期間の間ずっと一定であるという仮定 の下で計算すると，約 回となった。さ

らに，前述したように若返り銀河は大質量な銀河ほど多くなるため，この質量依存性を考慮した

うえで銀河内の星質量が1011太陽質量を超える銀河に限定して直近 億年に若返りを起こした

回数を計算すると，約 回となる。

以上のことから，特に大質量の銀河は銀河のその進化の中で複数回若返り減少を経験した可能

性が高いと考えられる。この結果は，銀河は一度星形成をやめて非星形成銀河になったとしても，

タイムスケールで星形成の抑制と再開を繰り返しうるという描像を示唆している。

４．３．若返りのメカニズム

結果で述べたように，多くの若返り銀河は光学的にも力学的にも非星形成銀河よりも円盤状

あるいは回転運動が卓越した 形態を示している。一方で，定義上若返り銀河は星形成を再開

する前には非星形成銀河であったはずである。若返り現象のタイムスケールは数億年程度と，銀

河の形態を第 図にも表れているほど大きく変えるには短すぎると考えられる。これらを踏まえ

れば，若返り銀河は非星形成銀河と同様の形態を持っているはずである。

我々は若返り銀河と非星形成銀河との間の形態の不一致を説明するシナリオとして，円盤状の

形態を持つ希少な非星形成銀河こそ若返り銀河の前駆体であり，そうした銀河が選択的に若返り

現象を起こす，というシナリオを考えている。今後，電波での観測により若返り銀河内のガスの

分布や運動を議論することとで，若返り現象のメカニズムを含め，若返り銀河の円盤状の形態の

起源についても議論する予定である。

５．まとめ

本課題では，面分光サーベイである のサンプル 個からなる分光・測光データを

フィッティング手法で解析し，推定した星形成史を基に 天体からなる過去最大の若返り銀

河サンプルを構築した。このサンプルの統計的解析から，若返り現象は現在の宇宙における星形

成の 程度に貢献していること，単一の銀河が何回も若返り現象を経験した可能性があること，

円盤状の形態を持つ非星形成銀河が選択的に若返り現象を起こしている可能性があること，など

が判明した。今後は サーベイにより得られている面分光データや電波観測のデータを用い

て個々の若返り銀河を詳しく解析することで，若返り現象のメカニズムを議論する予定である。

赤方偏移 から の時間を想定。

赤方偏移約 約 億年前 でも，少数サンプルの解析より 程度の割合が報告されてい

るため ，それなりに妥当性のある仮定であると考えている。
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